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■８月２８日から２学期のスタートです。コロナが２類から５類に変更になったこともあり，
テレビ等でコロナの話題を聞くことがほとんどありません。１年前のこの時期，「感染し
た」，「家族に陽性者が出て濃厚接触者になった」との連絡が数多く入ったことを思えば嘘
のようです。しかし，コロナがゼロになったわけではありません。２学期も熱中症と感染
症対策の両立をはかりながら，みんなで乗り切ってまいります。

■ここ３年間，コロナ対応で様々な行事が中止になり，リモートで行ったり，内容や時期を
変更したりして（たとえば「修学旅行」と「運動会」を入れ替えるなど）乗り切ってきま
した。今年は，できるだけ行事を以前の時期に戻しています。数年前までは「例年にない
暑い夏」などと言っていたはずですが，ここにきて一気に温暖化が進んでいる様子で，「い
つも通りの暑い夏」になっています。学校では，４０度に迫る危険な暑さや経験したこと
のない大雨などの異常気象に翻弄されています。子どもたちにとって大切なことは何か，
危険を回避しながら最大限の効果を上げるためにできることは何か，行事のあり方を足下
から見直しています。２学期も，「今，できること」をしっかり見極めてまいります。

■かつては，夏休みはプールを開設し，図書館
とセットで開放し，多くの子どもたちが登校
してきていました。ここ３年間はコロナ対応
で全て中止にしてきました。夏休みのプール
開設にいたっては，この異常高温気象の中で
は，どうしても開設することができません。

■今年は，夏休みの図書館の開館日を３回設定
しました。延べ１２４人もの来館者があり，
５８６冊の貸し出しがあったとのこと。冷房
の効いた部屋で本を読んだりして図書館を有
効に活用していただきました。

■８月１９日（土）午前６時３０分から，保
護者のみなさんに校舎内外の清掃活動を行
っていただきました。教室，ろうか，トイ
レ，校庭と，子どもたちの手の届かない所
などは，大人のみなさんのご協力があると
たいへん助かります。あっという間にきれ
いにしていただき，気持ちのよい環境で２
学期がスタートできます。

■同日夕方からは「第３６回国母ふるさと祭
り」が４年ぶりに行われました。各自治会
ごとのテントが並ぶ姿は壮観。たくさんの
子どもたちが参加し， PTA 担当のお店も大
繁盛。楽しい夏の思い出に感謝いたします。

本好きな子が増えるといいですね

ろうか：窓の高いところもピカピカに 教室：お手伝いありがとうございました

草取り：体育倉庫前から校庭まで



■全職員による校内研究会。１人１台端末を生
かした研究が進んでいます。今年の国母小の
研究テーマは「個別最適な学びと協働的な学
びの実現に向けて ～ ICT 端末を効果的に活用
した授業づくりを通して～」です。

■これまで，県教育総合センターから講師を招
いたり，低・中・高学年ブロックに分かれて
指導方法を話し合ったりしてきました。みん
なで知恵を出し合い，子どもたちの力を生か
すための授業づくりに向け実りの２学期を迎
えます。

■南西中・上条中学区５校（南西中，上条中，
国母小，石田小，大国小）で「５校会」を形
成しています。甲府市では，小中学校が近隣
の中学校区ごとに集まり，小中学校が連携し
て行事の交流や合同の研究を進めています。

■夏休み中に５校会合同校内研究会として，山
梨大学 吉井勘人教授をお招きし講演会を開き
ました。「通常の学級における特別な支援を
必要とする子どもたちへの支援・指導のあり
方」についての約１００名の先生方が熱心に
メモを取り研修を深めました。

■１学期末の７月１８日，第２回ＰＴＡ運営委員会で校長より「行事の見直し」について，
次のようなお話をさせていただきました。以下，要約です。

・国母は、子どもを中心に据えたあたたかく、協力的な地域。これまで積み上げてきた地域
とのつながりがコロナで止まってしまっている。この財産を失ってはならない。

・しかし，一気に以前の形に戻すと無理が出てしまう。今は，今後のあるべき姿を探る時。
・子どもに必要な物は少しずつ再開する。新しく起こす。精選する。同じようなことはまと
める。やめる。別の形に変える。

★学校を取り巻く環境も変化(かつてやっていたことを，全く同じようにすることはできない)
①詰め込み教育→ゆとり教育（平成14年）→脱ゆとり教育（平成23年）→平成30年
②学習環境の変化：平成30年度 学習指導要領改訂
・先生中心の一斉学習が主流→ 主体的・対話的で深い学び「令和の日本型学校教育」
・外国語，考え議論する道徳科，ICT，1人1台端末，教科書ページ数平成17年度比175.4％増

【運動会を例に取ると・・・・】かつては大々的, コミュニティの中心がコロナで一変。
①児童数の減少，種目の減少している中で，子どもたちを生かした運動会を探る
②教育課程全体の見直しが必要。少ない時間の中，運動会の練習や準備の精選が必要。
③近年の温暖化の影響で春も秋も暑い。今後数年間,運動会内容・時間等は見直していくべき。

★教育課程･時間･熱中症･体力 表現は見合わせ実施しない。かわりになる種目を検討。

【８月】 ６日(水)職員会議
２８日(月)2 学期始業式 ９日(土)家庭読書の日
２９日(火)給食開始 ,発育測定 5･6 年 １１日(月)きずなの日
３０日(水)発育測定 3･4 年 １３日(水)校内研究会
３１日(木)発育測定 1･2 年 ,夏休み作品展（各学級） １８日(月)敬老の日

２３日(土)秋分の日
【９月】 ２６日(火)朝のあいさつ運動(~29 日)
１日(金)学級役員任命式 ,防災訓練 ,Ｐ運営委 ２８日(木)甲教協(4 校時授業 13:20 下校)
４日(月)きずなの日 ２９日(金)運動会前日準備
５日(火)甲教協(4 校時授業 13:20 下校) ３０日(土)秋季大運動会

国母小：校内研究会

５校会：合同校内研究会


